
















 

 二分脊椎のリハビリテーションは、本症発生頻度が,わが国では欧米に比して

低く,早期死亡例が多かったことも影響し,必ずしも関心は高くなかった。しか

し,最近では,脊髄髄膜瘤の治療成績が向上するとともに生存例が増加し,リハ

ビリテーションの領域でも注目されるようになってきた。 

 二分脊椎のリハビリテーションの目的は最大限の移動能力を与え,排泄の自

立をはかることに尽きるが,本症の病態,患児の成長・発達に関連した特殊性が

あり、いわゆる脊髄損傷のリハビリテーションの中でも,特異な位置を占めてい

る。 


